
 

令和７年３月 

 

健康・医療・介護情報利活用検討会 

医療等情報利活用ワーキンググループ 

医療機関における運用に関する技術作業班 開催要綱（案） 

 

１．開催の趣旨 

令和５年６月に「医療 DX の推進に関する工程表」（令和５年６月２日医療 DX 推進

本部決定）が取りまとめられ、医療機関等の間で電子カルテ情報等を共有・交換するた

めの電子カルテ情報共有サービスを構築することとされた。 

令和７年度に電子カルテ情報共有サービスの本格運用を目指すにあたり、医療機関に

おける運用について詳細な検討を行うため、健康・医療・介護情報利活用検討会 医療

等情報利活用ワーキンググループ（以下「WG」という。）の下に医療機関における運用

に関する技術作業班（以下「作業班」という。）を開催する。 

 

２．構成員 

 （１）作業班の有識者及びオブザーバーは、別紙のとおりとする。 

（２）作業班の有識者の任期は 1年間とし、再任を妨げない。 

 （３）作業班に班長を置く。班長は作業班の有識者の中から選出することする。 

（４）班長は、必要に応じて、有識者以外の関係者の出席を求めることができる。 

 

３．運営 

 （１）厚生労働省医政局参事官（特定医薬品開発支援・医療情報担当）が作業班を開催

する。 

 （２）作業班は、各医療機関等のシステム設計に関わる機密性の保持に配慮する必要が

あることから非公開で行う。作業班における検討過程・検討結果については、班

長が認める範囲で WGにて報告する。 

（３）作業班の庶務は関係部局の協力を得て、厚生労働省医政局特定医薬品開発支援・

医療情報担当参事官室が行う。 

（４）その他、作業班の運営に必要な事項は、班長が定める。 

 

４．検討事項 

 （１）モデル事業医療機関による実証事業で生じた運用上の課題等を明らかにし、解決

方法の検討に関する事項。 

 （２）モデル事業や厚生労働科学研究の成果等をもとに各情報を登録するための詳細な

運用ルール等の検討に関する事項。 

 

資料１－２ 



 

別 紙 

 

健康・医療・介護情報利活用検討会 医療等情報利活用ワーキンググループ 

医療機関における運用に関する技術作業班 有識者 

 

 

澤  智博 帝京大学医療情報システム研究センター教授 

高橋  肇 社会医療法人高橋病院 理事長（一般社団法人 日本病院会） 

玉本 和紀 順天堂大学医学部附属順天堂医院 看護部看護情報管理・戦略担当 

長島 公之 公益社団法人日本医師会常任理事 

舟越 亮寛 亀田総合病院 薬剤部部長（公益社団法人日本薬剤師会理事、一般社団法人日本病院薬剤師会常務理事） 

  



 

【オブザーバー】 

小林 俊夫 一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会戦略企画部 事業企画推進室 室長  

三好  圭 社会保険診療報酬支払基金理事長特任補佐（データヘルス担当） 

 

 

 

 

 

 

 

（五十音順：敬称略） 


